消費者在庫についてのパイロット調査 : 概要と今後の課題 by 加納 和子



































































の は から にかけての消費および購買の流列、 は割引
ファクター、 は所得の限界効用である。外部財については、所得を とおく
と であるが、 は消費者の選択に影響をあたえないため記述
を省略する。情報集合 は 期における期初の在庫水準 、価格 、





















　以上の設定のもとに、Hendel and Nevo（2006a） では、命題 1 と 2 を示し




























説 2 から仮説 5 は、この方針に基づくものである。Hendel and Nevo（2006a）


































買調査 SCI（全国消費者パネル調査）を用いた。SCI は、全国の 15 歳か
ら 69 歳の男女約 5 万人を調査対象者とした大規模購買記録データベース
である。入手可能な基本情報としては、パネルの性別・年代・職業などの
属性データ（毎年度 4 月 1 日更新）、レシートベースでの購買情報（買い
物の日付と時間、店舗の業態・名称等）である。今回の調査では、対象
を、東京都在住で専業主婦あるいはパート・アルバイト勤務であり、2015





































　調査期間は 2015 年 9 月 14 日から最大 3 ヶ月であり、3 回購入の回答者
がおおよそ 150 人を超えた時点で調査を終了した。9 月から 12 月とした
理由は、比較的長期休暇が少なく継続的な調査が可能であること、また複
数回の在庫情報を得るには少なくとも 3 ヶ月の期間が必要であることによ
る。最終的には、3 回購入者 164 人について結果を得た。また、1 回購入






















　表 1 は購入回数と 1 回あたりの購入パッケージ数を示したものである。3
回購入者の購買回数合計は同日に 2 回購入したパネルを 5 人含むため、497
回分となっている。3 回購入者のうち、財の流入が本人の購買によらない
場合を 2 回目以降の回答に含む回答者数は 9 人であった。9 人の購買回数
27 回を除外すると、回答者数 155 人、購入回数 470 回となる。加えて、記
録上は 3 回購入であるが、同一日に複数回購入を行った回答者については、
在庫水準の報告回数が実質的に減少するため、適切な在庫推移の産出が不
可能となる。こうした回答者 2 人、購買回数 6 回についても除外対象とす
る。よって、回答者数 153 人、購買回数 464 回、在庫量観察 459 回となる。
表 1　購入回数と購入量
購入パッケージ数
購入回数 1 2 3 4
　1 9 1 0 0 10
　2 19 1 0 0 20
　3 447 43 5 2 497
total 475 45 5 2 527
　次に、主に入力ミスによると考えられる整合的でない回答を検討する。整
合的でないといった場合、ここでは次の点について確認をする。第 1 に購買













回答者については、これらを合算したものである。表 2 例 1 では、想定通




費量を含む回答者は 15 人おり、3 回購入者の約 1 割強にあたる。これら




購買日 購買量 報告された在庫 期末在庫量 期初在庫量 在庫からの消費量
（ロール数）（当日購買含まず）
2015/10/29 24 19 43 - -
2015/9/21 12 18 30 43 25
2015/10/7 36 20 56 30 10
例 2
購買日 購買量 報告された在庫 期末在庫量 期初在庫量 在庫からの消費量
（ロール数）（当日購買含まず）
2015/9/28 12 8 20 - -
2015/10/6 12 18 40 20 -8
2015/11/25 12 20 24 40 28
消費者在庫についてのパイロット調査
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　第 2 に、ある期間における在庫からの消費量が 0 となる場合について述
べる。式（1）に従った消費量が 0 となる場合は、10 人 12 回であった。こ




Variable Mean Std. Dev. Min. Max.
調査日数 39.8 21.16 2 63
購買間日数（消費量正） 26.5 11.058 9 42
購買間日数（消費量 0） 15.5 12.079 1 35








にあるように、各回答者の調査期間は平均 39 日、消費量が 0 の際の前回
購買からの経過日数は 15 日とある程度の期間があり、かつ消費量が正の
場合の 1 日当たり平均消費量は 0.88 と少なくないことがわかる。中には、




となる回答者数は 10 人、購買回数は 30 回である。結果、回答者数は 128
160
人、購買回数 389 回、在庫量観察 384 回となる。




である。経過日数に 1 日と短いものがあるものの、調査日数は最低 14 日、
平均 44 日となっている。消費量を 1 日当たりでみると、平均 0.928、標準
偏差 1.858、最少値 0.036、最大値 25 となっている11。表 5 は 1 日当たり
消費量の分布をみたものである。表 4 とあわせると、大きく右に歪んだ分
布となっていることがわかる。頻度の低い、1 日あたり消費量の大きいも





は 5.968、99% タイルは 11.635 となっている。表 5 と 6 の結果を合わせて、






Variable Mean Std.  Dev. Min. Max. N
調査日数 44.008 14.456 14 76 128
購買間日数 22.004 11.062 1 74 256
在庫（期初） 10.159 10.897 0 60 384
購買数量 13.083 4.784 4 36 384
消費量 13.629 8.605 1 61 256
消費率 0.928 1.858 0.036 25 256
家計内消費率差 0.924 2.519 0 24.78 384
表 5　消費率分布
消費率パーセンタイル
1% 0.051 75% 0.950
5% 0.188 90% 1.455
10% 0.241 95% 2.000
25% 0.385 98% 4.400
50% 0.571 99% 6.286
表 6　家計内消費率差分布
消費率差パーセンタイル
1% 0.002 75% 0.850
5% 0.036 90% 1.591
10% 0.058 95% 3.200
25% 0.144 98% 5.968
50% 0.390 99% 11.635
　最終的には、回答者数 122 人、購買観察回数 371 回、在庫量観察回数




































43.31 歳となっている12。2 行目は、回答者のうち 34.5% がパート・アルバ
イト勤務であることを示している。3 行目の家族人数から 5 行目の家庭内
のトイレ数については、家庭内の使用量に影響を与えうる変数である。家
族人数は平均で 3.5 人である。家族構成では、夫婦のみが 20.49%、2 世代
同居が 71.31%、3 世代同居が 8.20% となっており、多くが夫婦と子供とい
う構成である。4 行目は、回答者の他に少なくとももう 1 人家族の中に女
性がいると答えた回答者数の割合である。家族における女性の人数は全体
数は不明であるが、「17 歳以下女性」の人数が報告されているためこれを
用いた。5 行目のトイレの数は平均 1.347、標準偏差 0.528 となっており、




Variable Mean Std.  Dev. Min. Max. N
回答者年齢 43.311 8.903 27 57 122
アルバイト勤務 0.361 0.482 0 1 122
世帯人数 3.5 1.014 2 6 122
少なくとも女性二人同居 0.418 0.495 0 1 122
トイレ個数 1.347 0.528 1 4 121
世帯年収 652.549 203.062 399 900 122
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（2）購買行動の特徴
　表 8 は主に購買についての記述統計値を示したものである。1 行目は調
査日数であり、平均 44.189 日、最短 14 日、最長 76 日となっている。
　購買数量はロール単位となっており、平均 13.055 ロール、最小 4 ロール、
最大 36 ロールである。また、商品サイズ（1 パッケージに含まれるロール数）
は平均 11.989 となっている。表 9 に購入サイズの内訳を示したが、一般にト
イレットペーパーのパッケージに含まれるロール数が 4、6、12 となっており、
消費者が選択することのできる購買量はある程度限られている。また、75%






125.637 円、ロール当たりの価格は、平均 26.58 円、標準偏差 12.204 円と
なっている、最小値 10 円、最大値 92.333 円となっており、商品による価
格差が大きいことがわかる。一番下の行には、ふたつの購買間の日数を示
した。平均 22.094 日、標準偏差 10.134 となっている。
表 8　記述統計量：購買
Variable Mean Std.  Dev. Min. Max. N
調査日数 44.189 14.053 14 76 122
購入数量 13.055 4.757 4 36 366
サイズ 11.989 3.07 4 30 366
購入パッケージ数（1日） 1.104 0.37 1 4 366
購入価格（1 パッケージあたり） 297.205 125.637 100 2276 366
購入価格（1 ロールあたり） 26.58 12.204 10 92.333 366



















平均は 13.283 ロールとなっており、後者は前者の約 1.8 倍になる。
　次いで多数を占める購買理由は「いつも使っている商品だから」であ
り、トイレットペーパーが経験財であることを強く示す回答である15。

























































店頭の POP が目についたから 0 0
店員にすすめられたから 0 0
Total 641
数値は購買観察数 371 回における % を示す。
（3）在庫および消費行動
　表 11 は在庫および消費に関する統計値である。在庫量は、平均 10.014
168
ロール、標準偏差 10.84 ロールとなっている。在庫が全くないと答えた回
答者は延べ 25 人、全体の 6.83% にあたる。多くは正の在庫を保有してい
ることがわかる。表には示していないが、回答者のほとんどは標準的な販
売サイズである 12 ロール以下の在庫を保有している一方、30 ロール以上
を保有する場合も 5% ほどある。
表 11　記述統計量：在庫および消費
Variable Mean Std.  Dev. Min. Max. N
在庫、未使用ロール数 10.014 10.84 0 60 366
消費量（購買間） 13.316 8.308 1 61 244
消費率（1 日当たり消費量） 0.714 0.546 0.036 4 244
家計内消費率差　 0.51 0.549 0 3.205 366
　表 11 の 2 行目以下は消費量に関する基本統計量の値である。消費量は
式（1）から算出したものである。消費率は 1 日当たり平均消費量である。
消費率は平均 0.714 ロール、標準偏差 0.546 ロールであり、メディアンは
0.566 ロールとなっている。75% の回答者について、消費率は 0.9 ロール
以下となっている。一部の回答者について、大きな消費率がみられ、1.6
ロールを超える場合が 5% ほど存在する。表 11 の最後の行は、家計内の
異なる 2 期間における消費率差である。2 期間における消費率差があるこ
とにより、消費率が在庫や他の状態変数に依存している可能性が示唆され
る。






















Adj. R2 .107 .466
N 366 366
被説明変数は購買量（ロール）である。標準偏差は括弧内に


























































1 消費者が forward-looking である場合に静学的需要モデルを用いることによる
弾力性推定値の偏りを示したものとして、Hendel and Nevo（2006b） などが
ある。
2 動学的消費行動を考慮した企業の価格設定モデルとして Hendel and Nevo
（2013） がある。
3 比較的初期の重要な研究として、Neslin, Henderson, and Quelch（1985） がある。
4 Hendel and Nevo には、2006 年に出版された論文がふたつある。ここで
172
は、“Sales and Consumer Inventory” を Hendel and Nevo（2006a） と し、
“Measuring the Implications of Sales and Consumer Inventory Behavior”
を Hendel and Nevo（2006b） として区別する。
5 消費者が期初に店舗における財の価格を観察するという仮定は強いもので
あるが、多くの研究で用いられている。これを緩和したものとして、Ching, 
Erdem, and Keane（2009） による Price Consideration Model がある。
6 Erdem, Imai, and Keane（2003） では、効用関数は線形である。効用関数の
違いは、ストックアウト（在庫切れ）を許容するか否かに関わる。
7 仮説 3 から 5 については、価格の推移について追加的な仮定が必要となる。










12 年齢は 25 歳以上 30 歳未満等、区間年齢は 5 歳である。計算上は中間値を
用いた。
13 世帯年収の階級は、399 万円以下、400 万円以上 450 万円未満等と階級で区
切られている。ただし、階級の幅は同一でない。算出には、それぞれの階級
の中間値を用い、399 万円未満については 399 を、900 万円以上については
900 万円を用いた。
14 「その他」の回答数は 13 であった。既存の選択肢を含めて、類似の回答をそ
れぞれまとめて集計を行った。
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